
生活困窮者自立支援制度人材養成研修
テーマ別研修【生活困窮者支援における子どもと家族支援】

【講義３】地域における子育て支援



本テーマに関する問題の認識
－子ども・子育て家庭が抱える様々なニーズ（困難等）と支援の現状

すべての子ども・子育て家庭が安心して生活できる地域をめざして
～児童福祉施設等の専門性を活かした妊娠期からの切れ目ない支援～
全国社会福祉協議会 R４ より
https://www.shakyo.or.jp/tsuite/jigyo/research/2021/220915jidoufukushi/houkoku.pdf



地域に潜在している福祉ニーズ・制度の狭間のニーズ





子どもとその保護者、家庭への支援等の現状





子ども・子育て家庭を巡る課題と背景
－子育て家庭を地域で支える必要性



「親になる」ことを地域で支える
人間の赤ちゃんは「生理的早産」と考えられています

・・・では（いきなりですが）質問です。

質問；人間の赤ちゃんは何カ月お母さんのお腹にいれば

よいと思いますか？

答え；「 」ヶ月

赤ちゃんは、お乳を飲む、眠る、排せつする以外は

‘泣くこと’しかできません 四六時中ケアが必要（母一人の養育は不可）



「親になる」ことを地域で支える

子育てのイメージを作ることが難しい

妊娠期と出産後数ヶ月；養育イメージが最大変化する可能性

妊娠期支援、産後ケアの重要性が増している

「産後うつ必要説」＝共同養育の仕組みづくり

自分を再組織化させる（展望を持つ）

・仕事と子育ての両立はできるの？

・子どもの預け先は？

・誰を頼ればいいの？

支えられ、頼る相手がいることで養育イメージができる



「親になる」ことを地域で支える

〇多忙化
時間と成果に追われる時代⇔子育ては仕事と同じ？

‘‘きちんとちゃんと’の警報機が頭の中で鳴ってます’

〇自己責任化
仕事と子育ての両立 ‘自分で選択したから自己責任です’

自分で責任を被る ‘頼ることは恥ずかしい’‘申し訳ない’

〇自責の念
多忙化の中で落ち着いた思考、自己決定ができないと…
子どもの泣き声が私を責めているように感じるようになる



「親になる」ことを地域で支える

子育ての「自己責任化」（自責の念）の背景

－現代親世代の育てられ方
１９８５年男女雇用機会均等法が成立

－女性の就労機会が拡大し、子育てをしながら就労する選択が増える

－それ以前の、‘寿退社’等は減少（祖母世代は、最後の専業主婦世代）

－自分らしく、自由に、自立し、束縛されず…という価値

新自由主義社会の到来

－自由に生きることができるが、責任は自分で取る

－子育てに疲れても、人に頼る事を良しとしない＝自己責任化

－子どもに関する事件が起きるたびに、「子育ては家庭（教育）の責任」といった

風潮が強まる傾向



チーム子育て
子どもを見守る大人の存在
・大人同士の役割分担
・大人もいろいろ－子の社会性が高まる
・子どもは対象に応じて愛着行動を獲得
・将来的に頼り上手に
・社会性が伸びるとも考えられる

『仮親』の仕組み
地域社会に親代わりを作る
・「ダキ」
・「ユキアイ」
・「拾い」
・「モライ」/「ヤシネ」
・「カナ」
・「乳」

『児やらい』（大藤ゆき）より



保護者の悩みや心配事等；厚生労働省調査より
保育所等における子育て支援のあり方に関する研究会報告書（令和4年3月）

子どもの育ちに関する心配事

・「子どもが言う事を聞かない」「食事」「生活リズム」等に約４割の保護者が「あてはまる」と回答

親自身のこと

・「身体の負担」「仕事との両立の困難さ」「精神的ストレス」「他のことにかける時間が確保できない」

に約５割の保護者が「あてはまる」と回答

特に母親

・身体的負担（58.7％）、精神的ストレス（55.5％）、仕事と子育ての両立の困難さ（54.4％）

「子どもが欲しくなかった」という悩み

・「育児環境に関する支援ニーズ」の因子と相関が高く、育児環境に影響を受けている可能性

保育所保育における保護者支援

・「子育て」に焦点化した支援と保護者が抱える育児負担やその緩和等に焦点をあてる

・保護者が心身ともに安定した生活ができるための支援も重要



地域における子育て支援

－地域子育て支援の目的と意義



地域子育て支援の目的と意義

１．子育て家庭を地域で支える

例：一人で子育てをしている親を地域、隣近所で支える

気になる親子を、身近な相談機関と地域、隣近所で支える

２．子育て家庭を支える地域を造る

例：地域が子育てに関心を持ち、子育てを支える意識が高まるようにする

支える人、支えられる人の垣根を越えて、子育てを支える「場」を作る

３．地域を基盤とした子育て文化を醸成させる

例：子育てにやさしい街をつくる



地域子育て支援の目的と意義

子育て文化
を醸成する

子育てを

地域で

支える

子育てを

支える

地域を創る

子育ての応援団を作る
－見守り・声掛け
－各種団体等との連携と協働

団体（機関）や関係者のネットワーク
個別ケースのマネージメント

自治体・地域・地区
の意識が高まる



「地域子育て支援」の目的と意義

１．子育て家庭を地域で支える

２．子育て家庭を支える地域を創る

人材を発掘する
ネットワークを作る
支援メニューを増やす

個別ニーズへの対応
ネットワークの活用



地域子育て支援の効果
－親としての成長を支える

子育てひろば全国連絡協議会 調査結果より



子育てひろば全国連絡協議会https://kosodatehiroba.com/new_files/pdf/away-ikuji.pdf







「寄り添い方支援が親としての成長プロセスを促しているのか」に関する研究
＜NPO法人子育てひろば全国連絡協議会 厚生労働省委託研究2018＞https://kosodatehiroba.com/





地域子育て支援の機能
ー4つの地域子育て支援の機能



地域子育て支援の機能：「居場所」機能

１．居場所（ibasho）の機能

①安心・安全基地＝愛着と居場所

②自立的行動を支える基地

③つながり/相互の受け容れ/承認

他者とつながる 他者の思いを知る 相互に受け容れる

④Identityの獲得

所属意識/地域意識/親自覚－‘役に立つ’体験

⑤Personality（人間性）の安定と成長

自分は自分でよい 自分らしさを求める



地域子育て支援の機能：利用者支援
２：親子が地域で繋がりを作るための支援
・利用者支援と利用支援
利用者支援＝相談支援
利用支援＝‘つなぎ’による支援（利用支援）

☞情報の提供
☞人、モノ…
☞つなぎ＝支援者側の「顔と顔の見える関係」

・解決の主体は親自身
・他の親とのつながり、体験を共有し、相互支援の場を作る
・親子を「包み込む（Rap-Around）」環境を作る







地域子育て支援の機能：資源の開発
３．地域における子育て課題の発見と共有

①地域全体の傾向と子育て課題（人口減少、転入増等）

②個別の子育て課題＜関係機関（母子保健等）との連携で見えてくる問題＞

③子育て家庭の困難を代弁する（→自治体、団体、関係者等）

アドボカシー機能

④地域共通のニーズ、他の専門機関や行政窓口、地域住民に地域

の課題をして伝え、取り組みに役立ててもらう

⑤「資源を作る」＝支える仕組みを作る、人をつなげる

ソーシャル・アクション機能

⑥共通するニーズをキャッチする視野、視点、アンテナを敏感に



地域子育て支援の機能：アウトリーチ
４．アウトリーチとは、ニーズのある場所に出向くこと

欧米では、障害者等、サービス利用に消極的拒否的な当事者の家庭を訪問し、サービ

スを提供し、あるいはサービスにつなげるための保健福祉活動が発端

わが国では、阪神淡路大震災の際に、避難所に来ることができず、自宅に留まる家庭

を発見し、ニーズに応じた具体的援助（物資の提供など）を展開したことから、認識が

広まった

地域子育て支援とアウトリーチ

・子どもの貧困（経済的困窮）、親自身の障害等、固有のニーズを抱える家庭

・人の集まるところが苦手な人々（利用の中断等）

・情報が届いていない家庭（転入家庭等）



世帯全体に着目した支援のあり方
－家族を‘システム’として眺める
－変化を望む人と望まない人の存在



ゲートキーパーとキーパーソン

－ゲートキーパー（GK：門番）とは
・支援者と（家族を代表して）やり取りをする人

・主として支援者と家庭内の話をする役割（話す範囲の判断をする）

－キーパーソン（KP）
・家庭内での意思決定に力を持つ人

・ゲートキーパーに指図をする人（‘喋りすぎるな’、‘勝手に決めるな’等

※よくあることとして、GKとの決め事が進まない・・・KPが拒否

※KPは誰なのか？

世帯に着目した支援
―家族を‘システム’として眺める



世帯に着目した支援
―家族を‘システム’として眺める

家族システムとは＝メンバー全体の関係（性）の総和

家族システムとは＝家族としての形態の維持（まとまり）と変容

システム（‘生物体システム’）を前提とした世帯の見方

＜変化を‘促進する力’と‘抑制する力’のバランス＞

－現状を‘変えよう’とする人と、‘変えない’とする人

－‘やろう’とする人と、‘やめておけ’という人

－非言語（態度、症状等）で‘やめておけ’メッセージを発する人



◇変化への動機づけの高い人と低い人の組み合わせ＝共依存

－現状を変えたいと望む人と、変わることを望まない人

例；DV 引きこもり 不登校

◇‘変わりたい’と願う人との関係の取り方

－変化を期待しつつ、‘揺り戻し’が起きる必然を理解する

－変化への期待を支え続ける（不変化をある程度容認しつつ）

－変わることを望まない人との関係の取り方

※人はそう簡単に変わらない。

レジリエンス（Resilience）

ネガティブ・ケイパビリティ（Negative Capability）

世帯に着目した支援
―家族を‘システム’として眺める



家族システムへの関わり

【ジョイニング（Joining）技法】

－メンバーそれぞれと関係を取り結ぶ

－会えない人のアセスメントと世帯での役割をアセスメント・・・

例：母親が働き始めることを止める人（父親、子ども、祖父母等）

－家族システムに影響を与える人との関係づくり

－個々人との支援的信頼関係と全体への溶け込み

－力関係や家族独特のルール・規範等の把握

アセスメントと波長合わせ

世帯に着目した支援
―家族を‘システム’として眺める



関係機関との連携



すべての子ども・
子育て家庭が安
心して生活できる
地域をめざして



孤立を防ぐ＝接触面（インターフェイス）を広げる



孤立を防ぐ＝接触面（インターフェイス）を広げる



生活困窮家庭を支える地域福祉のプラットフォーム



生活困窮家庭を支える地域福祉のプラットフォーム

１．取り組みを通した新たなニーズの発見
２．ニーズの共有
３．基幹施設（事務局）、キーパーソン探し
４．ネットワーク形成
５．補助事業の活用



自立相談支援機関に求められる役割



期待される役割
・法人間連携
－法人間での情報共有（例；ヤングケアラー）

・制度の狭間への着目
－当事者に役立つ支援とは何か？

・当事者性
－当事者であり、同時に支援者であること
－支えられた人が支える人へ



期待される役割
・支援の連鎖＜‘つながり’を作る＞

－子育て家庭の支援に関心のある人を発掘

－支援を必要とする人とのつながり

－相互支援の連鎖

・地域を創る

－ボランティア、中高大生への働きかけ

－‘切れ目のない支援’



国の動向＜R4児童福祉法改正＞

市町村ソーシャルワーク機能の強化
－地域における子ども家庭福祉体制の推進













ご清聴いただきありがとうございました
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